
別記様式

北海道　幌加内町　沼牛辺地
（辺地の人口　122人、面積　30．5ｋ㎡）

・ 道 路 ～

・ ～

・ ～

３．公共的施設の整備計画 令和２年度から　令和６年度までの　５年間

区分

事業主体名

326,537 214,136 112,401 106,600

10,311 3,000 7,311 6,200
（44,517） （27,684） （16,833） （15,000）

0 0 0 0

（381,365） （244,820） （136,545） （127,800）

336,848 217,136 119,712 112,800

住民の交通の便に供
するための自動車

総合整備計画書

　児童・生徒の通学路線を確保するため、スクールバスを整備し、円滑な学校
生活がおくれるよう環境の整備を図る必要がある。

施設名

道 路
（下幌加内線改良舗装整備事業）

幌加内町

事業費

１．辺地の概況
（１）辺地を構成する町村又は字の名称

（２）地域の中心の位置

２．公共的施設の整備を必要とする事情

124点

一般財源のう
ち辺地対策事
業債の予定額

財源内訳

特定財源

（３）辺地度点数

雨竜郡幌加内町字下幌加内、沼牛、新成生、弥運内

雨竜郡幌加内町字下幌加内　４６７１－２１　番地

下幌加内線改良舗装工事。国道275号線と道道旭川幌加内線を結ぶ重要な幹線
道路である。現道は、路盤が凍結し、舗装がひび割れる等、路面の損傷が著し
く車両交通に支障をきたしている。整備することにより、安全で円滑な交通の
確保を図る必要がある。
改良舗装　L＝1,098ｍ　Ｗ＝5.5（8.0）ｍ

住民の交通の便に供するた
めの自動車

（スクールバス整備）

一般財源

幌加内町

道                    路
橋梁の改修は町民の足となる町道の確保に不可欠であり、計画的に橋梁を改修
することで長寿命化を図り、将来にわたり安全・安心な交通網を維持する必要
がある。

（橋梁改修）
道 路

（単位：千円）

合計

幌加内町


